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On the Alloying Layers formed on a Steel Sheet by Hot Dipping 
in Aluminium and Aluminium-Silicon Baths. 
K巴lZδNishidaand Shigeyasu Kδda 
Abstract 
We investigated the alloying layers formed on the hoop steel sheet by hot dipping in Al and 
Al-Si (about 3.2% Si) baths at 673-7630C for 2 sec to 10 min. 
The results obtained are as follows: 
1) The thickness of the alloying layers increases with tim巴 ina linear relation in a log-log 
expression. But in the Al-Si bath the alloying layer dissolves in the melt so much that the apparent 
growth町rateof it seems to be very small in comparison with that in pure Al bath. 
2) The facts that the alloying layer in Al-Si bath is very thin， and that the alloy trunk， inthis 
case， isnot seen in the metalfalloy interface are attributed to the reason that the dissolving rate of 
the alloy is greater than that in pure Al bath. 
3) The alloying layer is discernible to be two layers. The one， the inner layer， isthe alloy 
grown on by the inward-migration of Al atoms， and the other， the outer layer， isprobably the alloy 


























漬の場合lこ温度の均一化がおそいことから，主としてフープ材 (0.5X 13 X 20 mm)を使用した。
再試料の成分を第1表に示す。
第 1表 誌料の成分値(重量戸)
誌 料 C Si 乱i{n
アームヨ鉄
フープ材 0.07 0.04 0.35 
B 実験方法




























(2 N HCl: 50oC; 1 min.浸漬)
フラックス浸漬
























は特にとれの不ぞろいが見られる(写真 2)。 コーナーでの合金層の様相は写真 21と示されるご
とし大体もとの試料決と相似の合金層が生成しており，このコーナーの形状から考えれば，
合金層の形成は Alの内方拡散が主体であろうと思われるがラ 合金屑外表面の溶解が伴うため

































写真 4-a アームコ鉄，70TC， 30 min 
合金屑の村と氏試薬エッチ。合金層
の脆弱性を示す。 x430
写真 2. アー ムコ鉄， 707'C， 90 sec x 430 
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が成立していると考えられるから，各浸漬温度での傾斜から η を求めることが出来る。 ここ
で，n， s(ニ logDo)はそれぞれ常数である。 乙の nを一括して示すと第 3表のごとくであり，
平均して 0.4311となるが，一般に低温浸漬ほど nの値は幾分小である。
第 3表 お2図の各血線(直線部分)の傾斜 (n)
7630C 7330C 7030C 的。C 6730C 
が O山 0.4580 0山山 l0.4附
蒋 n= (log D2-1og D，)川ogt2ー logt，) 
ここで， D" D，は浸漬王寺間 t}，t2における合金層のj享さを示す。
b) 本実験によって得られた合金屑の組織を一例として 7330Cについて示すと手真 5-a~
写真 5-a. フー プ材， 7330C， 2 sec x 430 
合金屑中に幾分不連続が示される。
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b) 本実験で得られた合金屑の段相を一例として 7330Cについて示すと写真 6-a~6-f の
ごとくである。 10sec 浸漬で幾分薄くなった合金層は 35secでも大した厚さ増加を示さない
写真 6-a. フープ材，合金浴， 7:130C， 写真 6-b. フープ材，合金浴， 733'C，
3 sec x430 Ws~ x~O 
写真 6-c. フープ材，合金浴， 7330C， 写真 6-d. フープ材，合金浴，7330C， 
35 sec x430 240 sec x430 
写真 6-e フープ材，合金i谷，7330C， 写真 6-f. フープ材，合金浴，7330C， 
















写真 7-a フー プ材，合金浴， n30C， 
3 sec (20%アルカリ波ユッチ) x430 
写真 7-c. フー プ材，合金浴， 7330C， 
600 sec (2% HF水溶液エッチ)x430 
(184) 
写真 7-b. フー プ材，合金浴， 7330C， 
90 sec (20%アノレカリ液エッチ)x430 
写真 7-d. フー プ材，合金浴， 7330C， 
600 sec (2;:; HF水溶液エッチ)x430 
アルミナイズド鋼の合金層に関する研究










写真 8-a. フー プ材， Al単味浴， 6730C， 













写真 8-b. 写真8-aの拡大 x430 
763 











層が浸漬~二1Iと全たく浴中 lこ溶解しない場合 lこはヲこの厚さ D。は次式で求められる・
Do = .6xXρFe X (l/a) X (1/ρα) = .d:x・'1/α
こ乙で(JFe= Feの密度，(Ja =合金屑の平均密度(森永等のデ{タ 18).ρα= 3.98 gr/cm'を採用
する)である。従って j=ρFe/戸α二 2.018(常温での値)。また，白 =(Feの原子量)/(合金層の原子
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第4図
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写真 9-a. フー プ材，合金浴， 7030C， 
240 sec 障害物が京地附近にある場
合の様相を示す。 x120
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